
令和7年度ひょうごTECHイノベーションプロジェクト 公募要領 

 

１ コンセプト 

 兵庫県は二つの海に面し、豊かな大地と多様な気候に恵まれ、多くの歴史と文化が根付く地域です。地域の特

性を活かした産業に加え、鉄鋼、科学、製造業等、幅広い事業が発展しています。「ひょうごTECHイノベーシ

ョンプロジェクト」では都市部・地方部が抱える様々な社会課題に対し、各エリアの主体者と革新的な技術を有

する全国の企業が手を取り合って課題を解決。その解決策を全国へと波及させていくことを目指します。 

 

２ 募集概要  

（１）募集内容 

兵庫県・県内自治体より単一枠、複合枠の社会課題・地域課題テーマを提示。①ライフサイエンス・ヘルスケ

ア②まちづくり・都市インフラ③環境対策・サステナビリティ④防犯・防災⑤雇用・地場産業の5つのカテゴ

リにおいて、解決案をもつ県内外（全国）の起業家や事業者等から共創アイデアを募集します。課題を提出し

た県内自治体の担当課が審査のうえ、実施事業者を決定します。なお、いずれの提案も課題解決に適さないと

判断した場合は、実証を実施しない場合があります。 

 

1. 単一枠：自治体／課題テーマ 

単一枠とは、1つの課題に対して1社の企業をマッチングし、その課題解決を目指していく枠組みです。 

 

・伊丹市／自転車盗難防止から安全・安心なまちづくりの実現へ（防犯・防災） 

・加西市／買い物代行等の“市民同士の共助サービス”の構築（まちづくり・都市インフラ） 

・姫路市／365日診療を受けれる安心な社会の実現（ライフサイエンス・ヘルスケア） 

・丹波篠山市／農家の負担を削減する地域における鳥獣被害対策（雇用・地場産業） 

・兵庫県県民生活部(特殊詐欺等対策課)×警察本部／最新のテクノロジーを活用した特殊詐欺被害防止（防

犯・防災） 

・兵庫県農林水産部(農業改良課)／有機農業ファンを生む新たな情報発信方法の検討（雇用・地場産業） 

・兵庫県まちづくり部(都市政策課)／車椅子使用者利用駐車区画の不適正利用の防止（環境対策・サステナビ

リティ） 

・兵庫県立はりま姫路総合医療センター／医療現場DX化による人員配置や業務管理の効率化（環境対策・サ

ステナビリティ） 

 

 

2. 複合枠：自治体／課題テーマ 

複合枠とは、1つの大きなテーマに対して、複数の異なる企業をマッチングし、課題解決を目指していく枠組

みです。 

 

・三木市／地域住民参加型の「子育て支援」の仕組み構築（環境対策・サステナビリティ） 



・朝来市×兵庫県土木部(道路保全課)×南あわじ市／テクノロジーを活用した道路インフラ維持管理の高度化

（防犯・防災） 

 

（２）募集対象 

先進技術を活用した解決策を持つ民間事業者等 

※自治体職員との協働により先進技術を活用した社会・地域課題の解決と新ビジネス・サービスの創出を目指

すスタートアップや事業者の新事業創出等を想定 

※個人事業主、チームでもエントリー可 

 

（３）事業期間 

交付決定日（9月下旬を想定）から令和8年2月28日まで。但し、市町・機関・事業者等からのプレスリリー

スは9月下旬～10月に実施予定のマッチングお披露目会後とする。 

 

（４）応募資格 

申込希望者 は、次に掲げる要件をすべて満たしているものとします（事業者又は複数の事業者で構成される

その共同体（以下、「グループ」）の場合は、すべての構成員が要件を満たしているものとします）。 

・法人登記がなされていること。会社規模は問わない。 

・社会課題解決に向けて、プロダクトや技術を有すること。 

・地域の課題解決に対して、主体的にプロジェクト推進を行えること。 

・兵庫県内に拠点（本店、支店ほか、登記されていない営業所や出張所、サテライトオフィス、コワーキング

スペース契約等を含む）を有すること。県内に拠点を有していない場合は、事業期間に県内に拠点を設けるこ

ととし、交付決定日（9月下旬を想定）の1ヶ月以内に設置すること。 

・事業終了後3年間、事務局および兵庫県からの開発したサービスの導入状況やアンケート等の追跡調査に応

じること。 

・兵庫県の事業の趣旨を理解し、 関係法令等を遵守すること。 

 

（５）応募資格を持たない者 

下記対象者は、前項の応募資格に関わらず、公募に申請することができない。グループを結成して応募する場

合は、いずれかの構成員が該当する場合は、申請することができない。実証候補者決定後に応募資格を満たさ

ない 

・直近3事業年度の法人税、消費税及び地方消費税を完納していない者 

・地方税及びその附帯徴収金を完納していない者 

・暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第77号)第２条第２項に掲げる暴力団及びそ

れらの利益となる活動を行う者 

・法人にあっては罰金の刑、個人にあっては禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又はその執行を受

けることがなくなった日から一年を経過しない者 

・公正取引委員会から私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律(昭和22年法律第54号)第49条に規定

する排除措置命令又は同法第62条第１項に規定する納付命令を受け、その必要な措置が完了した日又はその

納付が完了した日から一年を経過しない者 



 

（６）実証支援内容 

・実証にかかるプロジェクト経費の補助（人件費、事業費など） 

 1件あたり税込みで最大500千円（1/2補助） 

 例） 対象経費が1,000千円の場合、補助支給額は500千円。対象費用が800千円の場合、補助支給額は400

千円。 

・実証に必要な調整 

・広報PR 等 

 

（７）実証後の支援内容 

・採択の翌年度以降も兵庫県内に拠点を有している事業者に対しては、実証で得られた成果の自治体や民間事

業者への横展開支援を行う。 

・支援内容については、展示会でのサービスの紹介や県内の金融機関・経済団体と連携したピッチイベントの

開催、ウェブサイトやSNSでの実証成果の発信等を想定。 

・実証後の支援については、兵庫県において翌年度以降の予算が措置されることを前提とします。 

 

（８）審査基準 

① 課題の設定    ：地域課題について理解、現状把握が的確にされているか？ 

            課題に対する解像度は高いか？その領域に知見があるか？ 

② 取組/ソリューション：課題に対して提案されている解決策、ソリューションに妥当性があるか？ 

            提案されている解決策、ソリューションは地域の課題解決につながるか？ 

            提案されている解決策、ソリューションは市場（地域・住民・行政など）の 

ニーズを的確に捉えているか？ 

③ 実現可能性・実施体制：事業の実現可能性が想定できるものであるか？ 

             確実に実施できる内容、体制（ヒト・モノ・カネ / 技術や製品の開発状況）に 

なっているか？ 

           過去に類似の課題を解決した実績や事例はあるか？ 

④ 計画性・将来性 ：実証の目的や検証したい事が明確になっているか？ 

           （収益性を見込む事業モデルの場合は）マネタイズの方向性が見えているか？ 

                                 事業に継続性があるか？継続的に実施していくための計画が示されているか？ 

⑤ 社会的インパクト：行政と連携する意義が明確になっているか？ 

                                他の市町や同業界に横展開ができるような内容であるか？ 

※ 審査対象からの除外（失格事由） 

・ 虚偽の内容で申請した者 

・ 応募書類の提出後、「（４）応募資格」の要件を満たさないことが認められた者 

・ 選考の公平性に影響を与える行為をした者 

・ 募集要項に違反すると認められる者 

・ その他不正な行為を行ったと認められる者 

 



（９）質問等の受付 

・ 課題解決策の募集期間中の問い合わせについては、以下の事務局アドレス（hyogo-tech@eiicon.net）

にメールで送付すること。 

・ 課題を掲載している担当課への直接の連絡は不可とする。 

 

（10）応募方法 

・ひょうごTECHイノベーションプロジェクトのウェブサイトから応募すること。 

https://hyogo-tech.eiicon.net 

・9月1日（月）23時59分を受付期限とする。 

 

（11）注意事項 

・応募者は反社会的勢力ではないこと。また反社会的勢力と関係のないこと。 

・応募内容が公序良俗に反しないこと。 

・本プログラムの参加にかかる経費は、実証にかかるプロジェクト経費の補助（人件費、事業費など）1件あ

たり税込みで最大500千円（1/2補助）を除き、応募者の負担となります 

・応募内容の特許等の法的保護については、応募者の責任において対策を講じたうえで、一般に公表しても差

し支えのない内容とすること。 

・選考の結果等、個別の問い合わせには応じません。 

 

３ スケジュール 

2025年7月23日：エントリー開始 

・2025年9月1日 応募締切 

・2025年9月下旬 選考（書類審査期間） 

※書類選考後、事務局および各市町との面談を実施させていただく場合があります。 

・2025年9月末まで 書類審査 結果通知 

 ※書類選考結果については通過可否に関わらずメールにて通知いたします。 

・2025年9月末～10月上旬 マッチングお披露目会（オフライン） 

・2025年10月 実証フェーズ開始 

・2025年11月以降 中間報告会（オフライン） 

・2026年3月 成果報告会（DEMODAY） 

 ※予定は変更の可能性があります。 

 

４ 問い合わせ先 

⚫ 本プログラムに関するご質問・お問い合わせは、下記までご連絡ください。 

⚫ ひょうごTECH-IP事務局：担当 曽田・柏木・佐々木（株式会社eiicon）  

⚫ メール：hyogo-tech@eiicon.net 

https://hyogo-tech.eiicon.net/

